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は
じ
め
に

　
日
本
の
人
類
学
・
考
古
学
の
成
立
、
発
展
に
主
導
的
・
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人

物
と
し
て
、
坪
井
正
五
郎
、
鳥
居
龍
蔵
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

蔭
に
、
草
創
期
の
人
類
学
、
考
古
学
界
を
支
え
た
一
方
で
、
現
在
で
は
そ
の
業
績
が
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

も
れ
て
し
ま
っ
た
人
々
が
数
多
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
中
の
一
人
に

　
　
ま
さ
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
り

阿
部
正
功
（
一
八
六
〇
～
一
九
二
五
）
が
い
る
。

　
阿
部
正
功
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
生
ま
れ
、
七
歳
の
時
に
陸
奥
国
棚
倉
藩

最
後
の
当
主
と
な
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
子
爵
と
な
っ

た
。
正
功
は
、
幼
い
頃
よ
り
学
問
好
き
で
、
遺
物
・
遺
跡
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
人
類
学
会
に
入
会
し
、
自
ら
熱
心
に
調
査
発
掘
を
行
い
、
多

く
の
調
査
記
録
を
遺
し
た
。
ま
た
、
同
三
一
年
（
一
八
九
八
）
の
芝
丸
山
古
墳
の
発
掘

に
関
わ
る
な
ど
本
格
的
な
発
掘
に
も
参
加
し
た
。
当
時
の
学
会
を
彩
る
人
々
と
親
し
く

交
わ
り
、
自
邸
に
陳
列
館
を
作
り
収
集
し
た
遺
物
を
公
開
す
る
な
ど
、
考
古
学
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
正
功
の
足
跡
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
知
る
人
も
い
な
い
。

　
学
習
院
大
学
史
料
館
で
は
、
平
成
二
二
年
度
特
別
展
と
し
て
『
目
白
の
森
の
そ
の
昔
－

学
習
院
と
考
古
学
』
展
を
開
催
し
、
そ
の
一
コ
ー
ナ
i
「
日
本
考
古
学
の
礎
」
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ま
ロ

て
、
こ
の
阿
部
正
功
の
知
ら
れ
ざ
る
足
跡
を
一
部
紹
介
し
た
。
小
稿
は
、
こ
の
展
示
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
阿
部
正
功
の
生
涯
と
学
問
活
動
に
つ
い
て
も
う
少
し
深
く
追
っ
て

み
て
い
き
た
い
と
い
う
目
的
か
ら
、
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
正
功
が
残
し
た

収
集
資
料
、
記
録
類
、
書
状
類
は
多
く
、
そ
の
研
究
活
動
の
全
貌
は
完
全
に
把
握
で
き

て
お
ら
ず
、
今
回
は
素
描
と
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お
、
展
示
で
は
考
古

学
的
活
動
に
焦
点
を
あ
て
た
が
、
当
時
の
学
問
の
区
分
が
未
分
化
で
あ
っ
た
こ
と
に
も

よ
る
が
、
正
功
の
関
心
や
活
動
が
考
古
学
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
点
に
注
目
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヰ
ロ

学
問
活
動
全
般
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
下
で
は
、
正
功
の
生
涯
を
三
期
に
大
き
く
分
け
て
見
て
い
く
。
第
一
期
と
し
て
、

人
類
学
会
に
入
会
す
る
以
前
と
し
て
、
生
い
立
ち
か
ら
、
学
問
を
は
じ
め
て
人
類
学
に

出
会
う
ま
で
。
第
二
期
と
し
て
、
人
類
学
会
入
会
後
、
明
治
二
〇
年
代
最
も
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
た
頃
。
第
三
期
と
し
て
、
芝
丸
山
古
墳
の
発
掘
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

て
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
学
会
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
時
期
。
そ
の
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ろ
ソ

に
分
け
て
記
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
正
功
が
つ
け
て
い
た
『
日
記
』

の
中
の
関
係
記
事
や
、
人
類
学
会
の
会
誌
で
あ
る
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
出
て
く

る
記
事
な
ど
を
合
わ
せ
て
分
析
し
、
正
功
の
学
問
活
動
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
本
文
の
最
後
に
正
功
の
略
年
譜
を
収
載
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

だ
き
た
い

一
、
人
類
学
会
入
会
以
前

（一

j
学
問
を
志
す

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
、
阿
部
正
功
は
、
老
中
な
ど
幕
府
の
要
職
を
務
め
た
譜
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
ひ
さ

大
名
の
名
門
で
あ
る
阿
部
家
の
一
五
代
当
主
正
老
日
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
ま
れ
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た
当
時
の
領
地
は
、
陸
奥
国
白
河
一
〇
万
石
で
あ
っ
た
。
老
中
の
職
に
あ
っ
た
一
六
代

　
　
ま
さ
と
ロ
つ

藩
主
正
外
が
、
徳
川
慶
喜
と
対
立
し
、
兵
庫
開
港
問
題
に
よ
り
罷
免
さ
れ
、
慶
応
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
き
よ

（一

ｪ
六
六
）
に
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
一
七
代
正
静
が
家
督
を
継
ぎ
、
陸
奥
国
棚
倉
に

移
さ
れ
た
。
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
政
権
が
移
り
、
慶
応
四
年
ロ
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

一
月
に
戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
、
棚
倉
藩
は
、
奥
羽
列
藩
同
盟
に
加
わ
り
、
幕
府
側
に

つ
き
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
。
同
年
六
月
に
棚
倉
城
が
落
城
し
、
正
静
は
一
二
月
に
城
地

を
没
収
さ
れ
て
東
京
で
の
謹
慎
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
一
八
代
と
し
て
正
功
が

家
督
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
わ
ず
か
九
歳
で
、
棚
倉

藩
知
事
に
任
命
さ
れ
た
。
正
功
の
境
遇
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の

間
も
学
問
は
継
続
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
り

　
正
功
が
自
ら
の
学
問
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
つ
け
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
文
章
の
最

後
で
、
正
功
は
、
七
歳
か
ら
教
育
を
受
け
、
＝
二
歳
ま
で
は
雲
中
を
行
く
よ
う
だ
っ
た

が
、
一
四
歳
で
少
し
心
づ
き
、
一
八
歳
で
真
に
学
業
を
脩
め
る
事
を
決
心
し
た
と
、
そ

の
覚
悟
の
程
を
述
べ
て
い
る
。

　
長
文
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
も
の
な
の
で
全
文
掲
載
す
る
。

　
　
　
左
之
文
ハ
教
育
二
係
ル

万
延
元
年
正
月
廿
三
日
白
川
二
生
ル
、
五
歳
ニ
シ
テ
江
戸
二
出
府
シ
西
丸
下
ノ
官

邸
二
住
ス
、
時
二
元
治
元
年
秋
九
月
ナ
リ
、
慶
応
元
年
冬
山
下
門
内
之
邸
二
転
居

ス
、
同
二
年
ノ
春
最
早
七
歳
相
成
二
依
リ
習
字
ヲ
学
ブ
ベ
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
八
木
氏

ヲ
師
ト
シ
テ
毎
日
午
前
ヨ
リ
イ
ロ
ハ
四
十
八
字
ノ
習
字
ヲ
学
ピ
タ
リ
、
同
年
秋
外

池
氏
出
府
二
付
、
同
氏
を
師
ト
シ
テ
唐
流
ヲ
学
ヒ
文
学
ニ
ハ
初
メ
八
木
氏
ト
ナ
リ

シ
カ
其
後
佐
坂
氏
を
師
ト
シ
大
学
ヲ
始
メ
タ
リ
、
時
二
同
二
年
ナ
リ
、
同
四
年
ノ

春
ト
成
リ
三
月
国
元
へ
帰
国
ス
ル
ニ
付
文
習
ノ
業
ヲ
中
止
セ
ラ
レ
タ
リ
、
論
語
四

冊
、
大
中
二
学
合
テ
六
冊
ヲ
終
レ
リ
、
同
年
冬
十
一
月
出
府
致
シ
麻
布
ノ
邸
二
住

ス
、
同
二
年
春
又
タ
外
池
氏
ヲ
師
ト
シ
テ
習
字
ヲ
始
メ
タ
リ
、
文
学
ハ
宮
崎
氏
ヲ

師
ト
シ
テ
再
ヒ
論
語
ヨ
リ
始
メ
リ
、
同
年
五
月
下
谷
ノ
邸
二
転
住
セ
リ
、
此
二
至

テ
前
田
氏
ヲ
文
学
ノ
師
ト
シ
孟
子
ヲ
始
メ
タ
リ
、
習
字
ハ
矢
早
リ
外
池
氏
ヲ
師
ト

セ
リ
、
同
三
年
五
月
帰
国
二
付
、
両
業
ヲ
止
メ
タ
リ
、
国
元
二
至
リ
乗
附
氏
ヲ
師

ト
シ
日
々
修
道
館
二
通
学
セ
シ
、
再
ヒ
孟
子
ヲ
学
ヘ
リ
、
同
年
秋
外
池
氏
帰
国
二

付
、
再
ヒ
氏
を
師
ト
シ
テ
習
字
ヲ
修
セ
リ
、
同
四
年
六
月
出
京
二
付
両
業
ヲ
止
メ

リ
、
出
京
シ
麻
布
ノ
邸
二
住
ス
、
文
学
ニ
ハ
再
ヒ
宮
崎
氏
ヲ
師
ト
シ
四
書
ノ
復
習

ヲ
始
メ
リ
、
此
二
至
テ
（
安
）
世
話
ニ
テ
日
下
部
氏
ヲ
習
字
ノ
師
ト
為
セ
リ
、
時

二
十
二
歳
ナ
リ
、
同
年
冬
十
月
二
相
成
リ
洋
学
ヲ
始
メ
ラ
レ
ヨ
ト
ノ
事
ニ
テ
青
松

寺
内
日
新
義
塾
へ
入
社
シ
、
正
則
ヲ
始
メ
リ
、
日
々
早
朝
ヨ
リ
通
学
セ
リ
、
此
二

至
テ
文
習
二
業
ヲ
全
ク
止
メ
タ
リ
、
同
五
年
春
同
社
ヲ
退
社
セ
リ
、
同
年
六
月
ヨ

リ
勧
学
義
塾
へ
入
塾
シ
正
則
ヲ
学
ヘ
リ
、
同
六
年
春
同
社
ヲ
退
社
セ
リ
、
同
年
四

月
ヨ
リ
慶
応
義
塾
へ
入
塾
シ
変
則
ヲ
始
メ
「
リ
ー
ト
ル
」
ヨ
リ
修
業
セ
リ
、
時
二

十
四
才
ナ
リ
、
同
十
年
春
ヨ
リ
海
上
氏
ノ
宅
へ
行
キ
外
史
を
始
メ
リ
、
漸
々
ニ
シ

テ
企
メ
リ
、
同
年
夏
同
塾
ヲ
退
塾
セ
リ
、
入
塾
ヨ
リ
今
日
迄
テ
少
々
ノ
書
冊
ヲ

終
リ
英
国
史
迄
テ
進
メ
リ
、
同
年
十
一
月
当
塾
二
入
塾
ス
、
佛
国
史
ヨ
リ
始
メ
同

十
一
年
八
月
二
至
リ
猶
々
当
塾
学
課
ノ
書
を
終
リ
タ
リ
、
英
政
大
書
ニ
テ
終
レ
リ
、

当
年
春
ト
ナ
リ
実
地
ノ
事
ヲ
述
ヘ
タ
レ
ト
モ
未
タ
漢
学
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
安
波

へ
通
学
シ
国
史
略
ヨ
リ
始
メ
今
日
工
至
リ
外
史
迄
テ
進
ミ
タ
リ
、
夫
レ
余
力
教
育

ヲ
受
ケ
ル
始
メ
タ
ル
ハ
五
才
ヨ
リ
ナ
レ
ト
モ
十
三
才
迄
テ
ハ
雲
中
ヲ
行
ク
シ
心
体

ナ
リ
シ
カ
十
四
才
二
及
ヒ
少
シ
ク
心
付
キ
タ
リ
、
十
八
才
二
至
リ
真
二
学
業
ヲ
脩

ム
ル
事
二
決
セ
リ
、
其
後
今
日
迄
テ
右
ノ
心
得
ナ
リ

　
　
余
力
学
業
ノ
略
歴
如
之
　
六
月
三
日
認
ム

　
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
「
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
七
歳
（
数
え
）
よ
り
、
八
木
氏

を
師
匠
と
し
て
イ
ロ
ハ
四
入
文
字
か
ら
手
習
い
（
習
字
）
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
武

士
が
受
け
る
教
育
の
う
ち
最
も
重
視
さ
れ
た
儒
学
、
漢
学
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
そ
れ
ま

で
は
江
戸
藩
邸
で
個
人
教
授
を
受
け
て
い
た
が
、
棚
倉
藩
知
事
と
な
っ
て
明
治
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ

（一

ｪ
七
〇
）
五
月
に
帰
国
後
は
、
国
元
で
乗
附
氏
を
師
と
し
て
、
藩
校
修
道
館
に
通

学
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
〇
月
、
＝
二
歳
か
ら
洋
学
を
は
じ
め
、

最
初
は
青
松
寺
内
（
現
東
京
都
港
区
）
の
日
新
義
塾
（
不
明
）
へ
入
社
し
、
同
五
年
春

に
同
社
を
退
社
。
六
月
か
ら
勧
学
義
塾
に
入
塾
し
、
正
則
（
外
国
人
教
師
に
つ
い
て
意

味
と
発
音
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
）
を
学
ぶ
。
勧
学
義
塾
と
は
、
東
京
府
愛
宕
下
町
二
丁
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目
乙
一
番
地
に
あ
っ
た
英
語
塾
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
同
六
年
春
に
退
社
し
て
い
る
。
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

に
、
明
治
六
年
四
月
に
一
四
歳
で
、
慶
慮
義
塾
へ
入
塾
し
、
同
一
〇
年
春
か
ら
海
上
氏

に
師
事
し
た
。
同
一
〇
年
十
一
月
に
一
七
歳
で
当
塾
（
三
叉
学
舎
）
に
入
塾
し
た
。
三

叉
学
舎
は
、
箕
作
院
甫
の
養
子
で
あ
る
箕
作
秋
坪
が
開
い
た
英
語
塾
で
、
日
本
橋
蛎
殻

町
の
津
山
藩
中
屋
敷
の
隣
接
地
に
あ
っ
た
。
洋
学
を
志
す
子
弟
を
教
授
し
、
数
百
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヒ

門
弟
が
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
洋
学
塾
に
通
う
一
方
、
い
ま
だ
漢
学
を
習
得

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
安
波
（
安
並
と
も
書
か
れ
る
。
教
師
名
1
1
不
明
）
へ
通

学
し
、
国
史
略
よ
り
外
史
ま
で
進
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
、
正
功
が
受

け
た
教
育
の
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
正
功
は
、
江
戸
時
代
武
士
の
教
養
と
し
て
必
須
で
あ
っ
た
漢

学
を
中
心
に
、
の
ち
に
藩
主
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
た
そ
れ
に
相
応
し
い
教
育
を
幼
い
こ
ろ

よ
り
受
け
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
英
語
塾
の
双
壁
と
言
わ
れ
た
福
沢
諭
吉
の
開
い
た

慶
磨
義
塾
と
、
箕
作
秋
坪
の
三
叉
学
舎
の
両
方
で
学
ん
だ
。
い
わ
ば
、
当
時
最
新
の
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

を
受
け
た
知
識
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
正
功
は
、
学
習
院
で
は
学
ん
で
い
な
い
。

　
正
功
の
境
遇
と
し
て
は
、
徳
川
幕
府
の
譜
代
大
名
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
維
新
の
際

に
は
幕
府
側
に
与
し
、
新
政
府
の
世
と
な
り
、
政
治
的
な
方
向
や
立
身
出
世
と
い
っ
た

道
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
生
来
、
学

問
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
学
問
に
よ
り
熱
中
し
て
い
く
も
と
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

（
二
）
さ
ら
な
る
学
問
研
鐙
と
地
学
協
会
へ
の
入
会

　
そ
の
後
も
、
正
功
は
、
学
問
中
心
の
毎
日
を
送
っ
た
。
で
は
、
正
功
は
い
つ
頃
か
ら

遺
跡
や
遺
物
な
ど
考
古
学
的
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
ロ

　
例
え
ば
、
次
に
あ
げ
る
の
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
の
日
記
の
一
部
分
で
あ
る
。

三
月
一
日
曇

本
日
、
上
野
公
園
内
第
二
回
勧
業
博
覧
会
開
館
式
二
付
、

二
日
晴

後
二
時
β
安
並
へ
通
学
、
三
時
過
帰
舎

安
並
方
モ
休
業
ス

三
日
曇

後
二
時
β
安
並
へ
通
学
、
三
時
過
帰
舎

四
日
雨

前
六
時
右
安
並
へ
通
学
、
七
時
過
帰
舎
、
九
時
右
博
覧
会
縦
覧
二
行
ク
、
三
時
過

帰
舎
五
日
曇

前
六
時
β
安
並
へ
行
ク
、
七
時
過
同
所
出
ツ
、
九
時
帰
宅
、
十
一
時
森
同
道
ニ
テ

博
覧
会
二
趣
キ
数
品
ヲ
約
定
ス
、
五
時
退
場
、
六
時
前
帰
宅

六
日
雪

前
七
時
半
出
宅
、
博
覧
会
へ
行
キ
数
品
ヲ
約
条
ス
、
十
二
時
前
退
場
、
一
時
過
帰

宅
、
六
時
過
出
宅
、
七
時
復
舎

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
四
～
一
六
年
（
一
八
八
一
～
八
三
）
の
正
功
の
日
記
に
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
朝
早
く
か
ら
三
叉
学
舎
や
安
並
の
所
へ
通
い
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
上
野

の
教
育
博
物
館
（
後
の
国
立
科
学
博
物
館
）
や
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
、

勧
業
博
覧
会
な
ど
に
訪
れ
て
い
る
記
事
が
度
々
見
え
る
。
若
い
頃
か
ら
、
考
古
学
と
言

お
う
か
、
古
物
、
博
物
学
的
な
方
面
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
の
ち
に
そ
の

方
向
に
進
む
萌
芽
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
の
時
期
に
、
特
筆
す
べ
き
動
き
と
し
て
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
四
月
に

地
学
協
会
に
入
会
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

（
明
治
一
五
年
四
月
）
九
日
雨

前
八
時
出
宅
、
番
丁
北
澤
〈
正
誠
〉
、
小
石
川
松
平
家
く
春
嶽
・
慶
永
V

地
学
協
会
入
会
之
件
）
、
十
時
帰
宅
、
四
時
出
宅
、
五
時
過
帰
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

へ
行
ク
（
但

〉
内
筆
者
注

　
正
功
は
、
北
澤
正
誠
（
一
八
四
〇
～
？
）
と
松
平
春
嶽
（
一
八
二
八
～
一
八
九
〇
）

の
紹
介
で
、
地
学
協
会
に
入
会
し
て
い
る
。
北
澤
正
誠
は
、
松
代
藩
士
と
し
て
生
ま
れ
、
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佐
久
間
象
山
の
弟
子
で
学
者
で
あ
り
、
明
治
維
新
後
は
官
僚
と
な
り
、
ま
た
地
学
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ロ
ザ

の
幹
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
松
平
春
嶽
（
慶
永
）
は
、
第
一
六
代
福

井
藩
主
で
あ
り
、
幕
末
の
政
局
の
中
で
政
治
総
裁
職
を
務
め
る
な
ど
活
躍
し
た
人
物
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
地
学
協
会
と
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
学
習
院
内
に
地
学
の
総
合
的
な
発

展
・
普
及
を
目
的
と
し
て
北
白
川
能
久
親
王
を
社
長
と
し
て
創
立
さ
れ
た
学
会
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
外
務
省
に
い
た
渡
辺
洪
基
や
榎
本
武
揚
ら
が
、
海
外
に
お
け
る
地
理
学
協

会
の
存
在
を
知
り
、
地
学
が
国
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、

日
本
で
も
必
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
う
。
初
期
の
会
員
は
政
治
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ロ
ワ

外
交
官
、
軍
人
、
華
族
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
当
時
、
そ
の
団
体
に
属
す
る

こ
と
は
、
上
流
社
会
の
嗜
み
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
正
功
は
、
地
学
お
よ
び
地
理
学
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
学
問
的
興
味

か
ら
、
地
学
協
会
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
例
会
に
熱
心
に
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
影
響
か
ら
か
、
例
え
ば
、
日
記
に
は
、
彗
星
の
現
出
な
ど
の
天
文
学
に
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

を
示
す
記
事
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
明
治
一
五
年
十
月
三
日
・
四
日
・
八
日
）
。

　
さ
ら
に
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
塾
に
通
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
修

学
の
た
め
、
先
述
し
た
地
学
協
会
の
幹
部
で
あ
っ
た
北
澤
正
誠
の
家
に
自
宅
を
出
て
住

み
込
ん
で
勉
学
を
続
け
る
と
い
う
記
事
が
日
記
に
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
け

（
明
治
一
六
年
三
月
）
十
五
日
快
晴

後
二
時
頃
右
正
外
殿
御
出
、
次
二
安
川
来
ル
、
五
時
出
宅
、
中
六
番
町
九
番
地
北

澤
正
誠
方
へ
寓
転
、
「
但
修
学
之
為
ニ
テ
此
度
寓
転
之
儀
二
附
テ
ハ
初
メ
慶
永
公

之
御
指
図
ニ
シ
テ
安
川
ヲ
以
テ
北
澤
へ
申
込
二
根
ス
ル
ナ
リ
」
、
先
是
森
順
三
郎

押
ト
シ
テ
荷
物
ヲ
送
ル
、
六
時
過
森
帰
邸
、
同
夜
先
生
始
メ
家
族
一
同
下
碑
下
男

迄
面
会
、
同
夜
十
一
時
床
入

　
正
功
が
学
問
の
道
に
適
進
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
示
す
一

る
。

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

（
三
）
坪
井
正
五
郎
と
の
出
会
い

　
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
六
月
二
八
日
、
正
功
は
、
地
学
協
会
の
例
会
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ロ

て
講
演
者
で
あ
っ
た
坪
井
正
五
郎
に
出
会
っ
て
い
る
。
坪
井
正
五
郎
は
、
文
久
三
年

（一

ｪ
六
二
）
に
父
は
幕
府
奥
医
師
坪
井
信
道
、
祖
父
が
有
名
な
蘭
学
者
と
い
う
学
問

一
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
の
ち
に
箕
作
秋
坪
の
娘
な
お
と
結
婚
し
て
い
る
。
明
治
一
七

年
（
一
八
八
四
）
に
人
類
学
会
の
前
身
で
あ
る
「
じ
ん
る
い
が
く
の
と
も
」
を
組
織
す

る
な
ど
、
こ
の
頃
既
に
新
進
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
こ
の

時
、
正
功
は
二
七
歳
、
坪
井
は
二
四
歳
で
、
三
歳
違
い
で
あ
っ
た
。

　
日
記
か
ら
そ
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

明
治
二
十
年
六
月
二
十
八
日

在
宅
、
午
後
六
時
三
初
君
・
盛
服
同
道
、
地
学
協
会
へ
出
席
、
幻
燈
図
有
之
、
坪

井
正
五
郎
過
般
伊
豆
七
島
周
遊
ノ
記
事
演
説
セ
リ
、
右
了
テ
棚
倉
β
持
参
ノ
小
瓦

ヲ
坪
井
氏
二
覧
定
セ
シ
タ
ル
ニ
紋
形
ハ
菊
ニ
テ
武
蔵
多
摩
郡
府
中
古
趾
よ
り
出
ル

品
ト
同
種
ナ
リ
ト
述
ヘ
リ
（
後
略
）

　
正
功
は
、
地
学
協
会
の
例
会
の
講
演
者
の
坪
井
正
五
郎
に
棚
倉
よ
り
持
参
し
た
古
瓦

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
そ
れ
に
対
し
て
坪
井
は
、
紋
形
は
菊
形
で
武
蔵
国
多
摩
郡
府
中

の
古
跡
か
ら
出
る
品
種
と
同
種
の
も
の
と
答
え
て
い
る
。

　
こ
れ
が
坪
井
正
五
郎
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
あ
り
、
以
後
、
正
功
は
人
類
学
・
考

古
学
へ
急
速
に
熱
中
し
て
い
く
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
坪
井
に
主
導
さ
れ
た
初
期
の

人
類
学
教
室
は
、
研
究
者
だ
け
に
と
ざ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
も
広

く
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
時
代
か
ら
続
く
古
物
・
好
古
趣
味
の
系
譜
上
に

あ
っ
た
こ
と
や
、
そ
こ
に
は
幕
府
方
の
子
弟
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘

　
　
　
　
　
バ
ソ

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
人
類
学
会
は
、
正
功
に
と
っ
て
は
身
を

置
き
や
す
く
、
学
問
的
好
奇
心
を
満
た
す
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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紳
組
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・
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舶
・
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無
く
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誼
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刃
製
釧
Q

表1　明治21～25年（1888～1892）阿部正功が行った発掘調査

鯛査日 回数 調査地 現在地／遺跡名 遺跡 収集遺物など

明治21年9月6日・同9年9月30日・

Q4年3月30日・25年12月5日
4 武蔵国荏原郡鵜ノ木村千鳥窪貝塚 東京都大田区／千鳥窪貝塚 横穴24か所 土器破片68個 石器20個

明治21年9月6日・同25年5月31
冝E同年12月5日

3 武蔵国荏原郡馬込・池上村 東京都大田区／馬込貝塚 貝殻数種 土器破片46個 石器4個

明治21年9月29・30日・同25年12
獅T日

3 武蔵国荏原郡入新井村 東京都大田区 貝殻少量 横穴数か所 古墳2か所

明治21年9月30日・同25年5月31
冝E同年12月5日

3 武蔵国村荏原郡大井村 東京都大田区／大森貝塚・庚塚貝塚ほか 貝塚6か所 横穴1か所 赤色土器細片3個

明治24年2月15日・同年5月4日 2 武蔵国村荏原郡中目黒・下目黒村 東京都目黒区／上目黒貝塚・碑文谷貝塚［正功発見】 土器破片48個 石器20個

明治24年4月12日 1 武蔵国新座郡白子村 埼玉県和光市／北城山白子貝塚 横穴1か所 土器破片16個 石器10個

明治24年6月24日 1 武蔵国北豊島郡日暮里村字延命院跡貝塚 東京都荒川区／延命寺貝塚 土器破片43個 石器1個 磨製石斧1個

明治24年6月26日 1 根岸金杉村・中里村 東京都台東区／東京都北区・田端中里貝塚 土器破片6個

明治25年1月29日・31日 2 東京赤坂区青山墓地・梅窓院山 東京都港区／青山墓地内貝塚［正功発見」 土器破片52個 石器2個

明治25年1月31日・3月22日・12月

X日
3 東京赤坂区青山5丁目字長者ガ丸 東京都港区長者ケ丸貝塚［正功発見］ 貝塚2か所 土器破片67個 石器10個

明治25年3月22日 1 東京赤坂区青山立山墓地近傍 東京都港区／青山6丁目貝塚 貝塚2か所 土器確片24個

明治25年1月28日 1 相模国淘綾郡大礒駅裏山横穴 神奈川県中郡／楊谷寺谷戸横穴墓群か 横穴90か所
祝部土器・朝鮮土

墲R個

明治25年4月16日 1 武蔵国橘樹郡鶴見川西岸駒岡・師子ガ谷・末吉村地域
神奈川県横浜市鶴見区／長原塚貝塚・同獅子ヶ谷町遺

ﾕ群・小仙塚貝塚
貝塚2か所 石器製作場跡 横穴5か所 古墳11か所 土器破片83個 石器56個

明治25年4月17日 1 武蔵国南豊島郡下渋谷村 東京都渋谷区 貝塚3か所 石器製作場跡 土器破片13個 石器7個

明治25年4月23日 1 武蔵国北足立郡赤井・前野宿・東貝塚村、大竹諸村丘

ｸ 東京都板橋区／前野町遺跡ほか 貝塚2か所 土器破片54個 石器6個 埴部土器破片4個

明治25年4月24日 1
武蔵国橘樹郡鶴見・東寺尾・馬場・北寺尾・師子ガ谷5

ｩ村にわたる丘頂
神奈川県横浜市鶴見区／荒立貝塚・馬場貝塚・北寺尾

竦ﾕ群ほか
貝塚8か所 土器塚3か所 土器破片34個 石器17個

明治25年5月19日 1
武蔵国橘樹郡生麦・東寺尾・字白幡・西寺尾・子安の諸

ｺにまたがる丘頂
神奈川県横浜市鶴見区／荒立塚貝塚・番神台遺跡ほ

ｩ 貝塚1か所 石器製作場跡 古墳3か所 土器破片72個 石器37個

明治25年5月21日 1 下総国東葛飾郡奉免・古作諸村の丘頂
千葉県市川市・泰免貝塚／干葉県船橋市・古作貝塚ほ
ｩ 貝塚2か所 土器破片174個 石器2個 獣骨1

明治25年5月31日 1 武蔵国荏原郡下蛇久保・上大崎・白金諸村 東京都品川区／上大崎貝塚ほか 貝塚1か所 土器破片10個 石器1個

明治25年6月7日 1 武蔵国北豊島郡池袋・小豆沢・十条・西ケ原諸村 東京都板橋区・小豆沢貝塚／東京都北区・西ヶ原貝塚

ﾙか
貝塚3か所 古墳2か所 土器破片188個 石器5個 埴部土器破片1個

明治25年7月3日 1 小石川植物園・大原町・遠藤所有地にある遺跡 東京都文京区〆小石川植物園貝塚・原町貝塚ほか 貝塚5か所 土器破片2個

明治25年7月5日 1
北多摩郡東南部（喜多見村）、荏原郡西部遺跡（上沼辺
ｺ貝塚）

東京都世田谷区・喜多見古墳／東京都大田区・上沼部
L塚［正功発見］ほか 貝塚1か所 土器塚1か所 横穴1か所 古墳8か所 土器破片166個 石器2個 埴部土器譲片3個

明治25年7月10日 1 武蔵国南埼玉郡蓮田村・北足立郡小室村
埼玉県蓮田市・関山員塚／北足立郡伊奈町・小貝戸貝

ﾋほか
貝塚2か所 土器破片62個

明治25年7月24～26日 1 東海道三遠相武地方へ旅行（額田郡丸山村碧海郡小
j村ほか）

愛知県岡崎市ほか 貝塚1か所
土器破片散布地2

ｩ所
横穴80余か所 古墳7か所 祝部土器破片20個 石器5個

土器破片・石器185

ﾂ
明治25年7月30日 1 武蔵国西部遺跡遺物（南多摩郡南隅原町田近傍・都筑

S荏田村ほか）
神奈川県青粟区 横穴7か所 土器破片1個 石器2個

明治25年8月28日 1 武蔵国横見郡吉見村 埼玉県比企郡／吉見百穴 土器破片散布地 横穴240余か所
土器破片7偶、埴部

y器破片2個
石器2個

明治25年10月2日 1 荏原郡雪ヶ谷下沼辺村 東京都大田区／下沼部貝塚 貝塚2か所 古墳2か所 土器破片119個 石器33個 獣骨1俵

明治25年10月3日 1 東多摩郡片山村・北豊島郡下練馬・上赤塚・西台村 埼玉県北足立郡／東京都練馬区・板橋区 貝塚1か所 土器破片散布地 土器破片12個

明治25年10月14日 1 下総国東葛飾郡座生沼沿岸丘頂 千葉県野田市 貝塚7か所 土器破片32個 獣骨若干

明治25年10月16日 1 野田町南方江戸川東岸丘頂 干葉県野田市 貝塚5か所 土器破片若干 石器1個 土器6伺

明治25年11月7日 1 東京芝公園紅葉館、庭内崖腹 東京都港区／芝紅葉館内貝塚 貝塚 土器破片細小片

明治25年11月2旧・22日 2 武蔵国久良岐郡本牧・根岸・石川中・戸部の諸村
神奈川県横浜市中区／門間平台貝塚／根岸坂下貝塚／

ｼ区・藪下町貝塚ほか
貝塚3か所 土器破片20個

明治25年11月29日 1 武蔵国北豊島郡西ヶ原 東京都北区西ヶ原／西ヶ原貝塚 貝塚1か所 土器破片105個 獣骨・色料

明治25年12月2日 1 武蔵国荏原郡裏村・碑文谷村 東京都目黒区／上目黒貝塚・碑文谷貝塚〔正功発見】 貝塚2か所 土器破片33個 石器13個 土器破片散布地

明治25年12月11日 1 武蔵国荏原郡上目黒村 東京都目黒区／上目黒東山貝塚［正功発見］ 貝塚2か所 土器破片24個 石器5個

明治25年12月15日 1 武蔵国南豊島郡代々木村 東京都渋谷区／西原貝塚［正功発見］ 貝塚1か所 土器破片5個

注）「石世遺跡捜索記」（阿部家史料1333）より作成
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・

二
、
人
類
学
会
入
会
後
～
明
治
二
〇
年
代

（一

j
発
掘
調
査
・
遺
物
収
集
へ
の
傾
倒
と
人
類
学
会
で
の
活
躍

　
正
功
は
、
坪
井
正
五
郎
と
出
会
っ
た
後
、
し
だ
い
に
人
類
学
会
会
員
た
ち
と
親
し
く

つ
き
あ
う
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
探
索
や
人
類
学
会
例
会
に
し
ば
し
ば
出
か
け
る
よ
う
に

な
る
。
例
え
ば
、
明
治
二
一
年
（
一
八
入
八
）
九
月
三
〇
日
に
は
、
若
林
勝
邦
（
一
八
六
二

～
一
九
〇
四
・
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
勤
務
）
と
大
森
八
景
園
古
墳
、
近
傍
大
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ロ

村
貝
塚
、
鵜
ノ
木
村
貝
塚
探
検
に
初
め
て
出
掛
け
て
い
る
。

　
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
な
る
と
、
東
京
人
類
学
会
新
入
会
員
欄
に
正
功
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ソ

前
が
記
さ
れ
、
こ
の
年
に
人
類
学
会
へ
入
会
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
同

年
に
は
、
梨
本
宮
守
正
王
（
一
八
七
四
年
～
一
九
五
二
年
。
久
遍
宮
朝
彦
親
王
第
四
皇

子
、
の
ち
に
陸
軍
大
将
）
が
地
学
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
御
学
友
に
な
ら
な
い
か
と
の

誘
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
就
任
し
て
お
り
、
そ
の
年
は
宮
邸
に
出
仕
し
た
り
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
た
り

出
時
に
供
を
し
た
り
と
い
う
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
。

　
明
治
二
四
年
～
二
七
年
（
一
八
九
一
～
九
三
）
頃
は
最
も
精
力
的
に
遺
物
・
遺
跡
調

査
を
行
っ
た
時
期
で
、
発
掘
に
行
っ
た
日
、
場
所
、
採
集
物
の
種
類
な
ど
を
詳
細
に
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゐ
り

し
た
「
石
世
遺
跡
捜
索
記
」
な
ど
、
記
録
を
多
数
残
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
作
成
し
た

表
1
に
よ
り
、
こ
の
頃
の
旺
盛
な
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
に
各
所
で
、
遺
跡
発
掘
を
行
う
一
方
、
人
類
学
上
の
相
談
を
す
る
た
め
、
毛
利
昌
教

（
生
没
年
不
明
・
人
類
学
会
員
）
、
関
保
之
助
（
一
八
六
八
～
一
九
四
五
。
東
京
帝
国
博

物
館
勤
務
、
武
具
や
有
職
故
実
研
究
家
）
、
山
中
笑
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
八
。
も
と

幕
臣
で
あ
り
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
牧
師
、
民
俗
学
者
）
な
ど
、
様
々
な
人
々
と
交
流
を

　
　
　
れ
り

持
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
二
）
に
は
、
阿
部
正
功
は
、
東
京
人
類
学
会
の
中
央

委
員
に
乞
わ
れ
て
任
命
さ
れ
て
お
り
、
学
会
の
運
営
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も

　
　
　
　
の
　
ロ

確
認
で
き
る
。
明
治
二
二
年
～
二
五
年
（
一
八
八
九
～
一
八
九
二
）
は
坪
井
が
イ
ギ
リ

ス
に
留
学
し
て
不
在
で
あ
っ
た
が
、
帰
国
後
は
学
会
の
組
織
が
固
ま
っ
て
き
た
頃
で

表2　『東京人類学会雑誌』中阿部正功主要報告一覧

記事名 巻数 号数 刊行年 種別

第78例会「下総古作村の貝塚、武蔵西ヶ原
ｺノ貝塚ノ採集品ニツキ談話」

7 76 明治25年（1892） 記事

第81例会「下総国東葛飾郡山崎村ノ貝塚」 8 81 明治25年（1893＞ 記事

埼玉県五郡遺跡 8 88 明治26年（1893） 雑報

第88例会「埼玉県下ノ遺跡」 8 90 明治26年（1893） 記事

第91例会「北足立郡小谷場村ノ貝塚」 9 93 明治27年（1894） 記事

「武蔵二於ケル、貝塚、横穴、其他遺跡地名表」 9 96 明治27年（1894） 雑報

第95例会「水戸地方の遺跡」 9 97 明治27年（1894） 記事

第96例会「庄内地方ノ土俗に就テ」 9 98 明治27年（1894） 記事

「南洋サイパン島の土俗」、「南洋サイパン島土

lオグレ（人名）との対話」
9 102 明治27年（1895） 論説及報告

「武蔵国秩父地方に於ける人類学的旅行」 10 110 明治28年（1896） 論説及報告

第119例会「相州箱根近傍見聞談」 12 127 明治29年（1897） 記事

出典）『東京人類学会雑誌』

あ
っ
た
と
い
う
。

　
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
報
告
や
例
会
発
表
を
掲
載
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
時
期

に
頻
繁
で
あ
る
こ
と
は
、
表
2
か
ら
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
発
表
活
動
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

外
に
も
、
自
ら
発
掘
し
た
遺
物
を
寄
贈
し
、
寄
附
を
行
う
な
ど
、
物
質
面
や
経
済
面
か

ら
の
支
援
も
行
っ
て
い
た
。

（
二
）
鳥
居
龍
蔵
と
の
交
流

　
人
類
学
会
内
で
は
、
正
功
は
、
若
林
勝
邦
や
八
木
奨
三
郎
（
一
八
六
六
～

一
九
四
二
。
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
標
本
取
扱
）
を
は

じ
め
と
し
て
様
々
な
人
と
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
が
、
中
で
も
鳥
居
龍
蔵
と
は
親
し
く
し

て
い
る
。
鳥
居
龍
蔵
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
徳
島
県
に
生
ま
れ
、
同
一
九
年
に

人
類
学
会
に
入
会
し
、
坪
井
正
五
郎
を
頼
っ
て
東
京
に
出
て
、
同
二
六
年
に
東
京
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
サ

大
学
人
類
学
教
室
標
本
整
理
係
と
な
っ
て
い
た
。
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『
日
記
』
に
最
初
に
鳥
居
龍
蔵
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
が
け

五
月
一
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
鳥
居
と
正
功
が
知
り
合
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
頃

で
あ
ろ
う
。

十
二
日
晴

（
前
略
）
人
類
学
会
員
鳥
居
龍
蔵
、
内
山
九
三
郎
、
大
野
延
太
郎
三
名
β
鶴
見
村

貝
塚
地
名
問
合
之
書
状
来
ル
、
右
二
付
、
午
後
六
時
出
宅
、
坪
井
方
二
至
り
主
人

来
訪
二
逢
フ
、
同
夫
人
ハ
故
箕
作
先
生
之
末
女
久
々
ニ
テ
面
会
ス
、
正
五
郎
氏
二

本
日
鳥
居
右
書
状
ノ
趣
ヲ
談
シ
、
且
述
へ
日
ク
、
過
日
来
鶴
見
地
方
発
掘
談
判
中

ナ
レ
バ
明
後
日
三
人
ト
同
地
へ
赴
ク
ハ
右
談
判
之
不
都
合
ト
ナ
ル
間
、
鳥
居
氏
へ

是
趣
通
セ
ラ
レ
タ
シ
云
々
、
坪
井
氏
承
託
了
テ
帰
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
1
線
筆
者
〉

　
こ
れ
以
降
、
書
状
の
や
り
と
り
を
し
た
り
、
人
類
学
上
の
件
や
人
類
学
会
拡
張
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
た
り
、
遺
跡
発
掘
に
共
に
行
く
な
ど
、
鳥
居
と
は
急
速
に
親
交
を
深
め

て
い
っ
た
。

　
明
治
二
六
年
八
月
に
は
、
鳥
居
龍
蔵
が
発
起
人
と
な
り
、
人
類
学
会
の
夏
期
講
習
会
に

参
加
し
た
者
に
呼
び
か
け
生
活
慣
習
を
語
り
合
う
土
俗
談
話
会
（
土
俗
会
）
が
開
か
れ
て

い
る
。
こ
の
会
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
ま
で
続
き
、
そ
の
会
合
は
七
回
を
数
え

ハ
れ
りた
。
民
俗
学
史
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
人
類
学
会
の
影
響
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
土
俗
会
の
活
動
を
今
日
の
民
俗
学
研
究
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

て
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
研
究
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
鳥
居
に
よ
る
土
俗
会
の
活
動

が
、
正
功
が
土
俗
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
、
正
功
は
、
鳥
居
と
画
工
と
し
て
大
野
延
太
郎

（一

ｪ
六
三
～
？
。
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
画
工
、
の
ち
に
助
手
）
を
伴
い
、
秩
父
の

土
俗
調
査
に
出
か
け
て
い
る
。
そ
の
時
の
成
果
と
し
て
、
「
秩
父
地
方
探
見
録
」
を
著

　
　
　
ハ
れ
り

し
て
い
る
。
こ
の
「
秩
父
地
方
探
見
録
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
石
尾
氏
が
阿
部
正
功

と
鳥
居
龍
蔵
の
交
流
の
一
端
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
唾
。
『
東
京
人
類
学
雑
誌
』
に
は
、
阿
部
正
功
・
鳥
居
龍
蔵
・
大
野
連
名
で
「
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

蔵
地
方
に
於
け
る
人
類
学
的
旅
行
」
と
い
う
報
告
を
発
表
し
て
い
る
。

　
こ
の
秩
父
地
方
へ
の
調
査
旅
行
の
際
も
費
用
は
正
功
持
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
鳥
居

は
、
同
年
八
月
に
人
類
学
会
か
ら
遼
東
半
島
へ
の
海
外
調
査
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

る
が
、
正
功
か
ら
饅
別
と
し
て
金
一
〇
円
の
寄
附
を
受
け
て
い
る
。
石
尾
氏
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
上
京
間
も
な
い
こ
ろ
の
経
済
的
に
困
窮
す
る
学
究
生
活
を
支
援
し
た
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
ロ

阿
部
正
功
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
も
、
鳥
居
と
の
交
流
・
援
助
は
長
く
続
い
た
こ
と
が
、
次
の
事
例
か
ら
も
確

認
で
き
る
。
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
、
鳥
居
は
、
『
人
類
学
上
よ
り
見
た
る
我
が
上

　
　
　
　
　
ハ
ぜ

代
の
文
化
（
1
）
』
と
い
う
本
を
出
版
し
て
い
る
。
序
言
の
最
後
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

「
九
月
二
十
日

　
　
　
　
　
麻
布
霞
町
阿
部
山
の
我
が
書
斎
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
龍
蔵
」

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
と
い
え
ば
、
正
功
が
亡
く
な
る
年
で
あ
る
。
こ
の
頃
ま

で
鳥
居
が
阿
部
家
の
敷
地
内
に
住
み
、
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
集
古
会
へ
の
参
加

　
人
類
学
会
を
も
と
に
し
て
、
土
俗
会
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
で
き

て
い
く
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
集
古
会
」
が
あ
る
。
集
古
会
と
は
、
明
治
二
九
年

（一

?
纔
Z
）
＝
月
、
考
古
と
歴
史
を
愛
す
る
趣
味
人
の
集
り
と
し
て
、
入
会
制
限

も
な
い
自
由
な
会
と
し
て
発
足
し
た
。
佐
藤
伝
蔵
・
大
野
延
太
郎
・
八
木
装
三
郎
、
林

若
吉
、
田
中
正
太
郎
が
発
起
者
で
あ
っ
た
。
正
功
も
集
古
会
に
勧
誘
さ
れ
て
、
入
会
し
、

第
一
回
の
会
合
に
出
席
し
て
い
る
。
参
加
者
は
二
一
名
で
あ
っ
た
。
正
功
は
、
そ
の
際

三
趙
明
刀
羅
講
雛
幣
一
個
」
・
出
品
・
て
い
鞭
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（
四
）
考
古
学
会
へ
の
入
会

　
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
、
人
類
学
か
ら
考
古
学
が
分
か
れ
、
考
古
学
会
が
設
立

さ
れ
た
。
同
年
四
月
二
八
日
の
午
後
一
時
よ
り
発
会
式
を
か
ね
て
第
一
回
常
会
が
東
京

美
術
学
校
講
堂
に
て
開
会
さ
れ
た
。
ま
ず
下
村
三
四
吉
（
一
八
六
八
～
一
九
三
八
）
が

開
会
の
主
旨
説
明
を
し
た
後
、
初
代
考
古
学
会
長
と
な
っ
た
三
宅
米
吉
（
一
八
六
〇
～

一
九
二
九
。
の
ち
に
帝
室
博
物
館
総
長
や
東
京
文
理
科
大
学
学
長
）
に
よ
り
考
古
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
ヤ

定
義
な
ど
が
講
演
さ
れ
た
。
正
功
も
、
若
林
勝
邦
ら
に
誘
わ
れ
て
考
古
学
会
に
入
会
し

て
、
二
円
を
寄
附
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
考
古
学
会
設
立
に
中
心
的
役
割
を
果
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ

し
た
下
村
三
四
吉
か
ら
は
、
書
状
で
礼
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
集
古
会
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
新
し
く
で
き
た
考
古
学
会
は
人
類
学
会
と
分
離
し
た

と
は
い
え
、
会
員
は
人
類
学
会
と
重
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時

の
人
類
学
は
、
今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
自
然
人
類
学
、
文
化
人
類
学
の
二
分
野
以
外
に

も
、
動
物
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
地
質
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
な
ど
を
含

ん
だ
総
合
的
な
学
問
で
あ
り
、
未
分
化
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
正

功
は
、
新
し
い
学
会
が
作
ら
れ
、
乞
わ
れ
る
と
入
会
し
、
経
済
的
支
援
を
し
て
い
る
。

　
正
功
が
い
つ
ま
で
、
考
古
学
会
に
加
入
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明

治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
ま
で
は
「
考
古
学
会
会
員
宿
所
姓
名
簿
（
明
治
三
七
年
七
月

調
）
」
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
は
加
入
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

　
　
廊
）

で
き
る

三
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
動
向

（一

j
芝
丸
山
古
墳
発
掘
と
以
後
の
研
究
活
動

　
こ
こ
で
は
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
正
功
の
発
掘
調
査
活
動
や
人
類
学
会
と
の
関
係

を
見
て
い
こ
う
。

　
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一
〇
月
、
正
功
は
、
麻
布
霞
町
の
自
邸
内
で
古
穴
を
発

　
　
　
　
ハ
ね

掘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
築
工
事
の
土
盛
の
た
め
住
宅
裏
の
畑
地
を
土
取
場
と
定
め
、

そ
こ
を
人
夫
に
堀
ら
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
土
取
穴
の
北
西
北
面
に
横
穴
を
偶
然
発
見
し

た
こ
と
に
よ
る
。
八
木
装
三
郎
、
若
林
勝
邦
、
蒔
田
鎗
次
郎
（
生
没
年
不
詳
・
幕
臣
出
身
、

弥
生
式
土
器
の
研
究
で
有
名
）
、
野
中
完
一
（
生
没
年
不
詳
・
坪
井
正
五
郎
の
も
と
で
『
日

本
石
器
時
代
人
民
遺
物
発
見
地
名
表
』
第
2
・
3
版
編
纂
）
、
毛
利
昌
敬
な
ど
、
人
類
学

会
や
考
古
学
会
で
親
し
く
し
て
い
る
者
を
自
邸
に
呼
び
、
現
場
や
出
土
物
を
観
覧
さ
せ

て
い
る
。
出
土
物
と
し
て
は
、
徳
利
な
ど
の
瀬
戸
物
・
土
器
類
が
出
て
き
た
と
い
う
。

　
正
功
の
発
掘
活
動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
え
る
の
が
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

の
芝
丸
山
古
墳
（
現
東
京
都
港
区
）
発
掘
調
査
へ
の
参
加
で
あ
る
。
発
掘
は
、
坪
井
正

五
郎
の
主
導
に
よ
っ
て
三
月
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
四
月
二
九
日
に
終
了
し
た
。
当
初
は

一
見
学
者
と
し
て
見
物
し
て
い
た
正
功
で
あ
っ
た
が
、
坪
井
に
そ
の
発
掘
を
任
さ
れ
た

野
中
完
一
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
現
場
に
通
い
、
共
に
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
正
功
に
よ
っ
て
、
そ
の
際
の
作
業
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
芝
円
山
古
墳
調
査

　
ロ
ぜ
略
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
略
記
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
優
氏
の
論
文
に
く
わ
し
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

芝
丸
山
古
墳
発
掘
は
、
世
間
の
注
目
を
集
め
た
発
掘
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
の
人
類
学
教
室
の
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
『
日
本
石

器
時
代
人
民
遺
物
発
見
地
名
表
』
の
編
纂
が
あ
げ
ら
れ
る
。
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
に

よ
っ
て
遺
跡
探
訪
の
手
引
き
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
地
名
表
で
、
第
五
版
ま
で
刊
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

た
。
た
と
え
ば
、
第
一
版
の
『
日
本
石
器
時
代
人
民
遺
物
発
見
地
名
表
』
に
よ
る
と
、

正
功
が
報
じ
た
地
名
が
六
三
か
所
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
家
史
料
の
中
に
は
、
第
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

版
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
発
行
の
第
二
版
の
地
名
表
も
残
っ
て
い
る
が
、
正

功
に
よ
る
訂
正
加
筆
が
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
地
名
表
へ
の
協
力
、
高
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
、
麻
布
霞
町
の
敷
地
内
の
借
地
の
中
に
借
家
人
の

芥
溜
を
作
ろ
う
と
し
て
裏
手
の
明
地
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
再
び
別
の
土
窟
を
発
見
し
、

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
「
土
窟
調
査
御
届
」
を
麻
布
警
察
署
に
提
出

し
て
い
厨
・

　
こ
の
よ
う
に
明
治
三
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
人
類
学
会
の
例
会
に
出
た
り
、
土
俗
調

査
に
出
か
け
た
り
、
鳥
居
龍
蔵
や
坪
井
正
五
郎
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
人
類
学
会
・
考
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阿部正功の生涯と学問一人類学・土俗学・考古学一

古
学
会
会
員
と
交
際
す
る
な
ど
、
以
前
程
で
は
な
い
が
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
た
が
、

三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
次
第
に
学
会
活
動
・
発
掘
調
査
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

　
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
、
人
類
学
会
二
〇
周
年
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

正
功
は
、
当
然
来
賓
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
『
日
記
』
に
も
『
人
類
学
会
雑
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
リ

に
も
出
席
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
以
後
、
日
記
に
は
、
人
類
学
、
考
古
学
に

関
係
す
る
記
事
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
で
は
な
ぜ
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
、
人
類
学
会
・
考
古
学
会
の
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
番
の
理
由
と
し
て
は
、
正
功
も
四
〇
代
に
入
り
、
年
を
と
っ

た
と
い
う
年
齢
的
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
確
た
る
理
由
は
わ
か
ら

な
い
。
正
功
自
身
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
が
、
な
ん

ら
か
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
事
象
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
二
月
、
公
爵
二
条
基
弘
が
主
催
し
て
華
族
人
類
学
会
と

い
う
組
織
が
作
ら
れ
て
い
る
。
坪
井
正
五
郎
の
指
導
の
も
と
に
、
侯
爵
蜂
須
賀
正
詔
、

同
浅
野
長
之
ら
が
参
加
し
て
い
樋
。
正
功
も
子
爵
で
華
族
で
あ
っ
た
か
ら
資
格
は
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
集
ま
り
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
条
公
爵
は
、
銅
駝

坊
陳
列
館
（
二
条
家
人
類
学
標
本
陳
列
室
）
と
い
う
館
を
作
り
、
そ
こ
で
収
集
し
た
遺

物
を
陳
列
し
た
。
い
わ
ば
正
功
が
自
邸
に
開
い
て
い
た
土
俗
陳
列
館
と
同
様
の
も
の

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
功
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
ど
う
思
っ
て
眺
め
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
を
経
て
、
人
類
学
・
考
古
学
と
い
う
学
問
は
、
植
民

地
主
義
、
帝
国
主
義
と
い
っ
た
政
治
的
な
影
響
を
大
き
く
受
け
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

い
く
と
い
う
時
代
的
な
背
景
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
動
向
も
一
つ
の
要
因
と
し
て
影
響

を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
坪
井
正
五
郎
の
死

　
大
正
二
年
（
一
九
一
四
）
、
坪
井
正
五
郎
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
行
わ
れ

た
万
国
学
士
院
連
合
大
会
に
出
席
し
た
の
ち
、
五
月
二
六
日
に
そ
の
地
で
客
死
し
て
し

ま
う
。
享
年
五
〇
歳
で
あ
っ
た
。

　
正
功
が
、
坪
井
の
死
を
知
っ
た
の
は
い
つ
か
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ヤ

に
は
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。

（
七
月
）
三
日
晴
八
十
度

在
宅
、
坪
井
直
子
へ
忌
中
見
舞
ト
シ
て
菓
子
一
折
ヲ
外
池
二
持
参
セ
シ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

　
そ
の
後
、
坪
井
の
図
書
の
寄
附
の
件
に
つ
き
石
田
収
蔵
（
一
八
七
九
～
一
九
四
〇
）

と
や
り
と
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
日
記
に
見
え
る
。
石
田
収
蔵
は
、
明
治
三
八
年

（一

縺
Z
五
）
頃
に
東
京
人
類
学
会
に
入
会
し
、
幹
事
な
ど
で
活
躍
し
た
坪
井
晩
年
の

弟
子
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
り

（
大
正
三
年
三
月
）
三
日
晴
六
十
三
度
昨
夜
中
雷
鳴
降
雨

在
宅
、
（
中
略
）
…
人
類
学
教
室
石
田
収
蔵
右
故
坪
井
氏
図
書
寄
附
之
件
二
付
、

諾
否
ノ
問
合
来
ル
、
川
勝
来
り
正
勝
ヲ
自
宅
へ
呼
ビ
嘆
願
ノ
決
着
を
聞
ク
ト
申
ス

四
日
快
晴
六
十
四
度

在
宅
、
（
中
略
）
…
人
類
学
室
石
田
氏
へ
代
策
ニ
テ
返
書
ダ
ス

五
日
晴
六
十
三
度

在
宅
、
（
中
略
）
…
人
類
学
教
室
石
田
収
蔵
へ
向
ケ
小
為
換
二
て
金
五
円
也
ヲ

送
ル
、
之
ハ
坪
井
氏
図
書
寄
附
二
由
ル

　
そ
の
後
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
『
東
京
人
類
学
会
』
の
名
簿
に
は
、
阿
部
正
功
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ね

名
前
が
見
え
な
く
な
る
。
そ
の
前
か
ら
人
類
学
会
か
ら
距
離
を
お
き
つ
つ
あ
っ
た
正
功

に
、
親
し
か
っ
た
坪
井
正
五
郎
の
死
は
、
さ
ら
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
坪
井
の
死
に
よ
り
、
東
京
人
類
学
会
も
一
旦
勢
力
を
失
う
。
そ
れ
と
共
に
在
野

の
考
古
家
や
遺
物
採
集
家
の
活
躍
の
場
も
せ
ば
ま
っ
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
～
正
功
死
後

以
上
、
阿
部
正
功
の
生
涯
と
学
問
・
研
究
活
動
の
軌
跡
を
追
っ
て
み
て
き
た
。
明
治
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初
期
の
人
類
学
・
考
古
学
の
草
創
期
に
阿
部
正
功
が
果
た
し
た
役
割
に
大
き
い
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
坪
井
正
五
郎
、
鳥
居
龍
蔵
と
は
特
に
相

互
に
影
響
を
与
え
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
正

功
の
足
跡
を
表
面
的
に
な
ぞ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
『
日
記
』
や

周
辺
の
史
料
も
合
わ
せ
読
み
解
き
、
阿
部
正
功
の
学
問
研
究
活
動
を
学
史
上
に
位
置
づ

け
る
と
い
う
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
一
一
日
、
正
功
は
、
六
五
歳
で
没
し
た
。
そ
の
死

後
、
生
前
に
収
集
さ
れ
た
彪
大
な
遺
物
は
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
最
後
に
み
て
お

こ
う
。

　
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
、
遺
物
は
、
正
功
の
孫
に
あ
た
る
阿
部
正
友
氏
に
よ
っ

て
、
京
都
帝
国
大
学
（
現
京
都
大
学
）
・
学
習
院
・
東
京
文
理
科
大
学
（
現
筑
波
大
学
）

の
三
か
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
次
の
史
料
は
、
遺
物
を
配
分
す
る
際
に
作
ら
れ
た
目
録
で
あ
る
。

阿
部
家
収
蔵
考
古
学
的
遺
物
目
録

（一

j
石
器

　
1
、
石
斧
類
板
綴
付
五
拾
枚
（
1
～
5
0
）

　
　
武
蔵
荏
原
郡
、
橘
樹
、
都
筑
、
豊
島
、
西
多
摩
、
南
埼
玉
、
北
多
摩
、
入
間
、

　
　
北
足
立
、
新
座
、
横
見
、
北
足
立
、
東
京
市
内
、
各
地
出
土
（
内
若
干
を
学
習

　
　
院
へ
ー
鍋
島
ー
）

　
H
、
石
鍛
類
重
ね
箱
拾
枚
（
5
1
～
6
0
）

　
　
武
蔵
磐
城
出
土
の
石
鑑
、
メ
キ
シ
コ
の
石
斧
、
磐
城
出
土
の
石
錘
等

　
皿
、
石
皿
石
棒
類
（
6
1
～
6
3
）

（
二
）
土
器
（
縄
文
式
、
弥
生
式
（
？
）
、
祝
部
）

　
1
、
土
偶
　
磐
城
西
白
河
郡
白
河
町
出
土
（
6
4
）

　
H
、
縄
文
式
土
器
壷
及
鉢
（
6
5
～
7
3
）

　
　
　
下
総
東
葛
飾
軍
出
土
品
其
他
（
此
内
完
形
土
器
五
個
を
文
理
科
大
学
、
参
（
訂

　
　
　
正
し
て
）
五
個
を
学
習
院
へ
夫
々
配
分
i
肥
後
、
鍋
島
）

　
皿
、
縄
文
式
土
器
破
片
（
7
4
～
塒
）

　
　
武
蔵
国
下
総
国
各
地
貝
塚
出
土
（
内
数
片
を
学
習
院
へ
ー
鍋
島
－
）

　
W
、
弥
生
式
土
器
（
？
）
壺
（
姻
）

　
V
、
祝
部
土
器
壷
其
他
（
5
0
1
）
（
鵬
）
（
文
理
科
大
学
へ
肥
後
）

　
W
、
祝
部
土
器
破
片
（
7
0
1
）
（
文
理
科
大
学
へ
肥
後
）

（
三
）
其
他
古
墳
出
土
品
、
古
瓦
土
俗
品
等

　
1
、
埴
輪
破
片
（
8
0
1
）

　
H
、
古
瓦
（
9
0
1
）
　
（
文
理
科
大
学
へ
1
肥
後
ー
）

　
　
水
戸
市
郊
外
出
土

　
皿
、
石
製
釜
及
鍋
（
m
　
m
）
　
（
文
理
科
大
学
へ
1
肥
後
1
）

　
　
朝
鮮
近
世
使
用

　
W
、
土
器
製
作
模
型
（
2
1
1
）

　
　
　
右
石
器
・
土
器
類
は
大
部
分
を
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
資
料
と
し
、

　
　
若
干
分
を
東
京
文
理
科
大
学
並
に
学
習
院
に
於
い
て
も
資
料
と
し
て
夫
々
配
分

　
　
　
す
。
本
目
録
は
二
通
を
作
成
し
、
阿
部
家
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
教

　
　
室
に
各
一
通
を
保
管
。
但
し
右
の
精
細
な
る
調
書
は
後
に
阿
部
家
に
提
出
す
。

　
　
　
昭
和
十
一
年
六
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
和
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
島
直
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
永
正
雄

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
っ
と
も
多
く
の
遺
物
が
京
都
帝
国
大
学
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
濱
田
耕
作
（
一
八
八
一
～
一
九
三
八
）
に
よ
り
考
古
学
教

室
が
開
か
れ
、
考
古
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
京
都
帝
国
大
学
が
寄
贈
先
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
明
治
三
三
年
（
一
九
三
六
）
四
月
に
正
功

は
、
墓
参
り
の
た
め
京
都
に
旅
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
京
都
帝
国
大
学
に
立
寄
り
、

濱
田
耕
作
と
会
っ
て
お
り
、
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
縁
に
よ
る
も
の
な
の
か

　
　
　
　
　
り

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
の
寄
贈
の
手
続
き
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
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阿部正功の生涯と学問一人類学・土俗学・考古学一

浜
田
耕
作
に
師
事
し
て
い
た
末
永
政
雄
（
一
八
九
七
～
一
九
九
一
）
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
末
永
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
を
創
設
し
、
高
松
塚
古
墳
な
ど
多
数
の
発
掘
調
査

を
行
う
な
ど
の
ち
に
有
名
な
考
古
学
者
と
な
る
人
物
で
あ
る
。

　
京
都
帝
国
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
収
集
遺
物
は
、
現
在
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
行
け
ば
、
阿
部
正

功
の
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
初
期
の
旺
盛
な
発
掘
調
査
・
学
問
活
動
の
痕
跡
で

あ
る
遺
物
を
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
に
若
干
が
寄

贈
さ
れ
た
と
い
う
東
京
文
理
科
大
学
（
現
筑
波
大
学
）
・
学
習
院
に
正
功
が
収
集
し
た

遺
物
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
今
後
、
調
査
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［
追
記
］
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
阿
部
家
当
主
の
阿
部
正
靖
氏
に
史
料
の
利
用

を
は
じ
め
、
様
々
な
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
京
都
大
学
総
合
博
物
館
で
の
調
査
で
は
、

東
村
純
子
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　主1’（
2
）

考
古
学
史
上
、
重
要
な
足
跡
を
印
し
た
が
、
無
名
の
人
物
の
評
伝
を
扱
っ
た
文

献
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。
斉
藤
忠
『
考
古
学
史
の
人
び
と
』
（
第

一
書
房
、
一
九
八
五
年
）
、
杉
山
博
久
『
魔
道
に
魅
入
ら
れ
た
男
た
ち
1
揺
藍
期

の
考
古
学
界
1
』
（
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）
。

阿
部
正
功
に
関
す
る
史
料
は
、
阿
部
正
靖
氏
寄
託
・
学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵

「
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族
阿
部
家
史
料
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵
資
料
目

録
一
七
号
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族
阿
部
家
資
料
目
録
』
二
〇
〇
一
年
）
に
含

ま
れ
て
い
る
。

　
阿
部
家
は
、
譜
代
大
名
で
、
老
中
な
ど
幕
府
の
要
職
を
務
め
た
人
物
を
輩
出

し
た
家
柄
で
あ
る
。
第
二
代
藩
主
阿
部
忠
秋
の
時
に
武
蔵
国
忍
（
現
埼
玉
県
行

田
市
）
を
与
え
ら
れ
、
三
代
正
武
の
代
に
一
〇
万
石
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

76（
8
）

（
9
）

以
来
一
八
四
年
間
忍
を
治
め
た
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
陸
奥
国
白
河
（
現

福
島
県
白
河
市
）
へ
転
封
さ
れ
、
そ
の
後
棚
倉
（
現
福
島
県
棚
倉
町
）
に
移
さ
れ
、

そ
の
地
で
維
新
を
迎
え
た
。
維
新
後
、
第
一
八
代
藩
主
正
功
は
子
爵
を
授
け
ら
れ
、

華
族
に
列
せ
ら
れ
た
。
本
史
料
は
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
入
）
に
学
習
院
大
学

に
寄
託
さ
れ
、
総
数
四
七
〇
〇
余
点
に
の
ぼ
る
。
以
下
、
本
稿
で
、
阿
部
家
史

料
を
引
用
す
る
際
は
、
「
阿
部
史
料
番
号
」
と
す
る
。

『
平
成
二
二
年
度
学
習
院
大
学
史
料
館
特
別
展
　
目
白
の
森
の
そ
の
昔
　
学
習
院

と
考
古
学
』
図
録
（
学
習
院
大
学
史
料
館
、
二
〇
一
〇
年
）
一
～
三
頁
。

な
お
、
筆
者
は
、
考
古
学
、
人
類
学
、
民
俗
学
い
ず
れ
の
専
門
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、

正
功
が
行
っ
た
調
査
や
発
掘
の
評
価
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

阿
部
六
二
二
～
六
六
五
。
正
功
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
一
九
歳
か
ら

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
死
の
直
前
ま
で
四
七
年
間
に
わ
た
っ
て
日
記
を
書

き
続
け
た
。
そ
の
日
記
に
は
、
在
宅
か
外
出
し
た
か
、
何
処
へ
誰
を
訪
ね
た
か
、

誰
と
会
っ
た
か
、
な
ど
が
詳
細
に
書
か
れ
て
お
り
、
動
向
が
克
明
に
追
う
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

阿
部
六
二
ニ
ー
二

修
道
館
と
は
、
白
河
で
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
第
一
一
代
阿
部
正
篤
が
開

い
た
藩
校
で
あ
る
。
阿
部
家
が
白
河
か
ら
棚
倉
へ
領
地
替
え
と
な
る
と
同
時
に

同
地
に
移
っ
た
（
『
自
河
市
史
第
2
巻
通
史
編
2
近
世
』
白
河
市
、
二
〇
〇
六
年
）

七
六
二
～
七
六
四
頁
。

慶
慮
義
塾
に
明
治
六
年
四
月
四
日
に
入
塾
し
て
い
る
こ
と
は
、
慶
慮
義
塾
に
入

社
し
た
人
名
を
記
し
た
『
慶
慮
義
塾
入
社
帳
第
一
巻
』
（
慶
慮
義
塾
、
一
九
八
六
年
）

五
九
六
頁
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
『
慶
慮
義
塾
入
社
帳
第
五
巻
』
収
載
「
新
入
帳
一
」
（
二
五
〇
頁
）
に
よ

れ
ば
、
明
治
八
年
八
月
ま
で
在
塾
し
、
明
治
九
年
十
一
月
一
日
再
入
塾
し
て
い

る
と
い
う
。

治
郎
丸
憲
三
『
箕
作
秋
坪
と
そ
の
周
辺
』
（
箕
作
秋
坪
伝
記
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）

一
四
三
～
一
五
五
頁
。
三
叉
学
舎
で
は
、
箕
作
秋
坪
の
二
男
で
、
数
学
者
で
あ
り
、

の
ち
に
東
京
・
京
都
両
帝
国
大
学
の
総
長
を
歴
任
す
る
菊
池
大
麓
（
一
八
五
五

37



（
1
0
）

191817
）　　　）　　　）

A　　　A　　　　　　　　　　　　　　　A

16　15　14　13　12　11
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

　　　　　

26　25
）　　　）

　　　　A　　　A　　　　　　　　

24　23　22　21　20
）　　　）　　　）　　　）　　　）

（
2
7
）

～
一
九
一
七
）
や
、
同
じ
く
秋
坪
の
三
男
で
海
洋
動
物
学
者
と
な
っ
た
箕
作
佳

吉
（
一
入
五
七
～
一
九
〇
九
）
と
も
出
会
っ
て
い
る
。

学
習
院
で
は
学
ん
で
い
な
い
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
が
、
学
習
院

が
華
族
子
女
の
教
育
の
た
め
の
学
校
と
し
て
神
田
錦
町
に
開
設
さ
れ
た
の
は
、

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
で
あ
り
、
そ
の
時
正
功
は
既
に
一
七
歳
に
な
っ
て

お
り
、
適
正
な
入
学
年
齢
を
超
過
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。阿

部
六
二
四

阿
部
六
二
五
－
一

松
下
軍
次
『
信
濃
名
士
伝
』
初
編
（
一
八
九
四
年
）
四
六
三
～
四
八
二
頁
。

東
京
地
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

阿
部
六
二
六
－
一

阿
部
六
二
七
－
一

国
史
大
辞
典
』
第
九
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
八
〇
三
頁
。

阿
部
六
一
二
二

坂
野
徹
『
帝
国
日
本
と
人
類
学
者
　
一
八
八
四
－
一
九
五
二
』
（
勤
草
書
房
、

二
〇
〇
五
年
）
一
六
～
二
〇
頁
。
寺
田
和
男
『
日
本
の
人
類
学
』
（
思
索
社
、

一
九
七
五
年
）
四
一
頁
。

阿
部
六
三
三

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
五
巻
四
七
号
（
一
八
九
〇
年
）

阿
部
六
三
五
－
一

阿
部
＝
二
三
一
二

阿
部
六
三
六
～
六
四
一

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
八
巻
九
〇
号
（
一
八
九
三
年
）

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月
、
土
器
一
箱
、
獣
骨
一
箱
、
土
器
片
、
貝
殻

一
個
を
寄
贈
し
て
い
る
（
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
八
巻
八
二
号
、
一
八
九
三
年
）
。

ま
た
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
は
、
金
一
〇
円
を
寄
附
し
て
い
る
（
『
東

京
人
類
学
会
雑
誌
』
一
〇
巻
一
〇
六
号
、
一
八
九
五
年
）

徳
島
県
立
博
物
館
編
『
鳥
居
龍
蔵
の
見
た
ア
ジ
ア
　
徳
島
の
生
ん
だ
先
覚
者
』

　
　
（
徳
島
県
立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）
。

（
2
8
）
阿
部
六
三
八

（
2
9
）
曽
我
部
一
行
・
及
川
祥
平
・
今
野
大
輔
「
『
人
類
学
雑
誌
』
考
－
民
俗
学
の
揺
藍
期
」

　
　
（
『
成
城
文
芸
』
二
〇
一
、
成
城
大
学
文
芸
部
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
＝
九

　
　
～
七
二
頁
。

（
3
0
）
注
（
2
9
）
論
文
お
よ
び
福
田
ア
ジ
オ
『
日
本
の
民
俗
学
「
野
」
の
学
問
の
二
〇
〇
年
』

　
　
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
四
一
～
四
八
頁
な
ど
。

（
3
1
）
阿
部
＝
二
九
二

（
3
2
）
本
紀
要
八
九
頁
～
九
七
頁
。

（
3
3
）
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
〇
巻
一
一
〇
号
（
一
八
九
五
年
）

（
3
4
）
阿
部
六
四
〇

（
3
5
）
注
（
3
2
）
と
同
じ
。

（
3
6
）
鳥
居
龍
蔵
『
人
類
学
上
よ
り
見
た
る
我
が
上
代
の
文
化
（
1
）
』
（
叢
文
閣
、

　
　
一
九
二
五
年
）

（
3
7
）
『
集
古
会
誌
』
明
治
二
九
年
一
一
月
二
十
日
発
行
（
『
集
古
』
第
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、

　
　
一
九
八
〇
年
所
収
）
二
四
～
二
六
頁
。

（
3
8
）
『
考
古
学
会
雑
誌
』
第
一
号
（
一
八
九
六
年
）

（
3
9
）
阿
部
家
史
料
一
四
〇
八

（
4
0
）
『
考
古
学
会
』
第
四
編
拾
弐
号
（
一
九
〇
五
年
）

（
4
1
）
阿
部
一
四
一
七

（
4
2
）
阿
部
一
四
二
二

（
4
3
）
本
紀
要
四
一
頁
～
五
八
頁

（
4
4
）
阿
部
一
四
一
ニ
ー
一

（
4
5
）
阿
部
一
四
二
〇
－
一

（
4
6
）
阿
部
一
四
三
七

（
4
7
）
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
二
〇
巻
二
二
三
号
（
一
九
〇
四
年
）

（
4
8
）
注
（
1
）
杉
山
前
掲
書
　
一
三
五
～
＝
二
六
頁
。

（
4
9
）
注
（
1
9
）
坂
野
前
掲
書

（
5
0
）
阿
部
六
五
四
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（
5
1
）

5352
）　　　）

56　5554

板
橋
区
郷
土
資
料
館
『
特
別
展
　
石
田
収
蔵
－
謎
の
人
類
学
者
の
生
涯
と
板
橋
』

（
二
〇
〇
〇
年
）
。

注
（
5
0
）
と
同
じ

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
三
一
巻
一
一
号
附
録
『
東
京
人
類
学
会
会
員
名
簿
』

（一

繹
齪
Z
年
）

阿
部
一
四
四
六

阿
部
二
九
三
、
阿
部
一
四
三
八

『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
考
古
学
資
料
目
録
　
第
一
部
』
（
京
都
大
学
文
学
部
、

一
九
六
〇
年
）
に
「
阿
部
正
友
収
集
、
一
九
三
六
年
寄
贈
」
と
し
て
、
遺
物
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
筆
者
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
京
都

大
学
総
合
博
物
館
に
調
査
に
行
き
、
収
集
遺
物
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
済

み
で
あ
る
。

阿部正功の生涯と学問一人類学・土俗学・考古学一
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阿部正功 略年譜

和暦 西暦 年齢 正功事跡 人類学、考古学関係記事 圏内の動き

万延元年 1860 0 阿部家15代当主正誉二男として白河で生ま
れる

文久3年 1863 3 坪井正五郎生まれる

慶応2年 1866 フ 阿部家、白河から棚倉へ転封 大政奉還、戊辰戦争

明治元年 1868 8 家督相続、棚倉6万石を与えられる 明治維新

明治2年 1869 9 棚倉藩知事就任 版籍奉還

明治3年 1870 10 鳥居龍蔵生まれる

明治4年 1871 11 藩知事免職 文部省博物局設置 廃藩置県

明治5年 1872 τ2 湯島聖堂で博覧会開催、文部省博物館として

開館

明治6年 1873 13 慶応義塾入塾（～10年）

明治10年 1877 17 三叉舎入舎（～14年） モース大森貝塚発見 西南戦争

神田錦町に学習院開校

明治15年 1882 22 地学協会入会

明治17年 1884 24 子爵に叙せられる 坪井正五郎ら人類学会創設 華族令制定

坪井らにより日本で初めて弥生式土器発見

明治18年 1885 25 徳大寺照子と結婚

明治19年 1886 26 人類学会機関紙「人類学会報告」出る、後に

東京人類学会と改称

明治20年 1887 27 坪井正五郎と知り合う

白河で日蝕観察

明治21年 1888 28 若林勝邦らと荏原郡内の遺跡を調査

明治22年 1889 29 御殿場・富士山調査旅行 坪井、英国へ留学 大日本帝国憲法発布

9 帝国博物館設立

明治23年 1890 30 人類学会入会 帝国議会開設

湯本・八王子・東海・小河内調査旅行

明治24年 1891 31 荏原郡野沢の遺跡を調査

伊香保・箱根調査旅行

明治25年 ↑892 32 荏原郡野沢の遺跡を調査 坪井、英国より帰国、帝国大学理科大学教授
となる

三河調査旅行 鳥居、人類学教室で学ぶようになる

明治26年 1893 33 人類学会中央委員を務める（～28年） 土俗会発足、帝国大学に人類学講座設置

この頃、鳥居龍蔵と知り合う

明治27年 1894 34 水戸・日光調査旅行 日清戦争はじまる

明治28年 1895 35 鳥居龍蔵・大野延太郎と秩父脚査を実施、 日清戦争終わる、台湾総督府設置

「武蔵秩父地方に於ける人類学的旅行」を

『東京人類学会雑誌』に発表

鳥居龍蔵の遼東半島行へ50円寄付 鳥居、遼東半島調査旅行

明治29年 1896 36 集古会・考古学会に入会 集古会・考古学会設立

箱根調査旅行 鳥居、第1回台湾調査，

明治30年 1897 37 大磯調査旅行 鳥居、第2回台湾調査

自宅内陳列場で遺物公開

明治31年 1898 38 芝丸山古墳発掘調査に参加 鳥居、第3回台湾調査

明治32年 1899 39 白河調査旅行

明治33年 1900 40 麻布霞町自邸内の横穴窟を発掘調査 帝国博物館が帝室博物館と改称

明治36年 1903 43

明治37年 1904 44 東京大学人類学会創立20周年祝賀会に出席

明治38年 1905 45 日露戦争終わる

明治41年 1908 48 学習院、目白へ移転

大正2年 1913 53 坪井、ロシアで第5回学士院連合大会に出席
し、同地で客死（享年50）

大正5年 1916 56 濱田耕作、京都帝国大学に日本最初の考古

学講座設置

大正14年

@　．

1925 65 死去

　　「

@　．

ｺ和11年 1936 京都帝国大学・学習院・東京文理科大学に正

功の収集遺物が寄贈される
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